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１．研究計画の概要 

10 km より深いプレート境界にある巨大地
震のアスペリティについて、その形成要因を
解明するために、振幅・位相情報を含めた海
底地震計波形記録の解析を行うための、新た
な調査および解析手法の開発を行う。調査手
法としては、曳航型人工震源波形観測装置の
開発を行う。また新たに、この装置で観測さ
れた震源波形を利用してのデコンボリュー
ション手法を応用した観測波形解析手法を
開発する。 

 

２．研究の進捗状況 

海域構造調査において測線上への海底地震
計の設置は、ほとんどの場合で船上からの自
由落下による。このため海底における地震計
の位置および方位は、設置後に音響測距など
の方法で求めなければならない。本研究では、
構造調査で発震したエアガンからの直達音
波を用いて、その波形から海底地震計の正確
な位置およびセンサーの方位を求める手法
を開発した。この手法を用いて、2002 年に
三陸沖のアスペリティ周辺域で行った構造
調査での海底地震計について、その位置・方
位を精度よく決定した。また、曳航していた
ハイドロホン・ストリーマーによって記録さ
れたエアガン震源からの直達波を用いて、擬
似的な震源波形デコンボリューション解析
を行った。これにより、プレート境界からの
反射波について、時間解像度をあげることが
でき、反射波振幅や位相について詳細に検討
する事が可能である事を確認した。 

南海トラフ沿いにおける東南海・南海地震の
アスペリティ境界域では、これまでに海底地
震計を用いて長期地震観測を行って来た。こ
の海底地震計上で行った人工震源構造調査

のデータを用いて、地震計の位置・方位の決
定を行い、観測された地震について精度の高
い震源決定を行った。ここではさらに地震観
測データを用いて、アスペリティ境界域にお
ける構造不均質の形成要因について検討を
行っている。 

2010 年 3 月から 4 月にかけて、ニュージー
ランド北島南部の巨大地震アスペリティに
おいて、その実体解明のための海域構造調査
を行った。海底地震計では良好な記録が得ら
れ、また震源波形を用いた解析を行っている。 

曳航型人工震源波形記録装置については、曳
航時の抵抗による曳航目的深度達成の困難
から、震源波形のオフライン観測を行う事と
した。そのための記録器および耐圧容器の製
作を行い、また実際の構造調査において曳航
試験に成功した。 

 

３．現在までの達成度 

やや遅れている。 

人工地震構造調査の解析手法の開発につい
ては、当初の計画よりも多くのアスペリティ
領域における構造調査について解析を行う
機会が得られ、解析手法の適用数が多くなっ
ている。本研究計画のもう一つの柱である曳
航型人工震源波形記録器については、曳航し
ての記録試験は成功した。ノイズの低減方法
について、装置の改善を行う必要がある。 

 

４．今後の研究の推進方策 
三陸沖、南海トラフ、ニュージーランドの巨
大地震アスペリティ領域で行った人工震源
構造調査について、アスペリティの実体解明
に向けた、プレート境界における物性の不均
質の解明に向けた解析を引き続き行って行
く。ニュージーランドのデータについて、海
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底地震計および震源波形について良好な記
録が得られているので、このデータセットの
解析を中心に行って行く。また曳航型震源は
計記録装置の開発にあたっては、曳航方法に
よると考えられる波形記録中のノイズの低
減のために、ハイドロホンの装着方法の変更
など、データ品質の改善を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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